
 

新学習指導要領で示された社会的な見方・考え方を生徒が働かせながら授業に取り組むことで、

主体的・対話的で深い学びを実現し、思考力、判断力、表現力の育成をはかる授業改善は、各教

員が学校目標と生徒の現状を踏まえながら、日々努力を重ねている。大学入学共通テストより特

徴的な設問を取り上げ分析する中で、高校生が身に付けるべき資質・能力の育成を目指す授業実

践例を報告し、授業改善について具体的に議論する。 

 

 

冒頭、コーディネーターより本分科会の中心課題を「新学習指導要領が目指す、地歴公民科目

の授業を通じて身につけさせたい力の具体化とその育成」と示し、２名の報告者が、新学習指導

要領が示す資質・能力を測ることを目指した「大学入学共通テスト」の試行テスト問題（平成 29

年 11 月実施）より「求められている力」を確認・分析し、報告者が大事にしている「つけさせた

い力」と重ね合わせつつ、その力の育成を期待できる（期待している）授業や日々の取組につい

て実践報告を行うことを紹介した。 

和田野氏の報告は、「①大学入学共通テスト（日本史Ｂ）から、大学入学後に必要とされる資質・

能力を考える」「②高校生段階で地歴公民科の授業を通して「つけたい力」とは」「③「つけたい

力」をつけるための実践例」の３つで構成され、①では、全体的に知識・理解の不完全を思考・判

断・表現で補完することができる問題が意識的に多いと感じたことから、測ろうとしている資質・

能力を「（１）適切な仮説を立て、立証しようとする力」「（２）論理的思考力をもとに、多角的・

多面的な考察ができる力」の２つに絞り、②では、それらの資質・能力の育成に関連すると考え

る「つけたい力」を「構造化（一定の枠組みの中で、因果やつながりを把握し、図示することがで

きる力）」と定義し、③では、「構造化」する力をつける授業実践例を２つ紹介した。「つけたい力」

の明確化と、ねらいを絞った授業実践例は意図が非常に伝わりやすく、理解しやすい良い研究、

実践報告であった。 

吉谷氏の報告は、「①入試問題からの検討」「②世界史の授業での取り組み」の２つで構成され、

①では、高校世界史でつけたい資質・能力を、「世界の事象を読み解く力（歴史的な見方・考え方）」

から、「将来の世界を構想する力」と捉え、世界史Ｂの問題より「広い知識、正確な理解」「情報の

正確な読み取り」等必要な力を分析し、②では、それらの育成のために毎日の授業で意識すべき

点を「(１) 歴史の流れを大きく見せる」「(２) 個々の知識のカテゴライズ、マッピングの力」

第６分科会【地歴・公⺠】 

授業を通じて身に付けさせたい資質・能力とその育成 
〜共通テストと授業のつながり〜 

   

報告者▸    和田野 紘平（京都市立紫野高等学校企画部教諭） 
報告者▸    吉谷 智美（京都市立堀川高等学校研究部教諭） 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ▸ 滝本 順之（京都市教育委員会学校指導課指導主事） 

概 略 
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「(３) 無味乾燥に見える多くの知識」「(４) シンプルに読み解き、シンプルに書く力」の４点に

絞り、自身が行なうあらゆる教育活動の具体を、その４点のどれの育成に資するか照らし合わせ

て整理した。３年間の「歴史」の授業を通じて段階的・総合的に資質・能力の育成を進める教育

活動全体を俯瞰する試みは大変興味深く、参加した教員にとって自身の教育活動を振り返る上で

大変参考になる実践報告であった。 

 

 

２人の報告を踏まえ、新学習指導要領が示す育成したい資質・能力について確認した上で（ス

ライド①）、「地理歴史科・公民科の授業や取組を通じて身に付けることができると考えている力

について具体化し、その力の育成に資する授業実践例や取組が考えられるか」について６つのグ

ループに分かれて研究協議を行った（スライド②）。時間がやや不足したため授業実践例や取組に

ついての提案は少なかったが、地歴公民科目の授業が「多様性の承認（比較の視点）」、「過去の教

訓より近現代、未来を予測する」など、現代社会の諸課題に臨む生徒たちに重要な考え方や視点

を身に付ける場であることが確認され、「表現力、（言語化、対話する力）」、「論理性（知識の分析、

一般化、図式化）」、「資料読解力（解釈する力）」、「多角的・多面的に見て、合理的に意思決定する

力」など、具体的な資質・能力の向上に資する授業や取組を積極的に検討していくべきであると

いう、意欲的で活発な意見交流を行うことができた。 

全体討論の内容 

スライド① 

スライド② 
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今回、「大学入学共通テスト」を題材として取り上げた背景として、大学入試センター試験など

に代表される大学入試において、膨大な知識の暗記を必要とする問題が課され、授業を網羅的に、

講義形式中心に進め、知識・理解を優先的に確認せざるを得ないと感じている地理歴史・公民科

の教員が多いと推測されることがあげられる。高大接続改革に伴い、入試問題が「思考力・判断

力・表現力」を問う形式に変化しつつある状況を共通理解する中で、担当教科・科目の知識伝達

に終始せず、新学習指導要領に示されるような資質・能力の育成を重視する教育活動に積極的に

取り組んでいくという点についての議論を行えたことは一定の評価ができる。これらの議論で出

てきた具体的な「つけたい力」について、新学習指導要領で設定された新科目「歴史総合」「地理

総合」「公共」を見据え、授業実践にどのように組み込み、育成を見とり、評価するか、新学習指

導要領の本格実施に向け、さらに具体的な意見交流や実践報告が必要になるだろう。 

 

 

   
 

   

到達点と今後の課題 
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スライド1

スライド3

スライド5

スライド2

スライド4

スライド6
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大学入学後に 
  求められる力をつける実践例 
        ～大学入学共通テストから見る～

京都市立紫野高等学校   教諭   和田野 紘平

①大学入学共通テストから、大学入学後 
   に必要とされる資質・能力を考える。

②高校生段階で地歴公民科の授業を通し 
   て「つけたい力」とは。

③「つけたい力」をつけるための実践例。

流れ

②高校生段階で地歴公民科の授業を通し 
   て「つけたい力」とは。

流れ

①大学入学共通テストから、大学入学後 
   に必要とされる資質・能力を考える。

次第に選挙権を有する人が多くなっていった。

②高校生段階で地歴公民科の授業を通し 
   て「つけたい力」とは。

流れ

◆知識・理解
◆仮説（問い・課題）を立てる力
◆課題を解決しようとする姿勢
（仮説を立証）

①大学入学共通テストから、大学入学後
に必要とされる資質・能力を考える。
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日米修好通商条約

桜田門外の変

第二次長州征討

桜田門外の変

第二次長州征討

②高校生段階で地歴公民科の授業を通し 
   て「つけたい力」とは。

流れ

◆知識・理解
◆仮説（問い・課題）を立てる力
◆課題を解決しようとする姿勢 
 （仮説を立証）
◆多面的・多角的に考察する力 
 （多様な解釈）
◆論理的思考力（因果を把握）

①大学入学共通テストから、大学入学後 
   に必要とされる資質・能力を考える。

知識・理解の不完全を、思考・判断・表現で
補完することができる問題が意識的に多い。

『大学入学後に必要とされる資質・能力』 
①適切な仮説を立て、 
                  立証しようとする力 
②論理的思考力をもとに、 
             多角的・多面的な考察ができる。
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②高校生段階で地歴公民科の授業を通し 
   て「つけたい力」とは。

流れ
①大学入学共通テストから、大学入学後 
   に必要とされる資質・能力を考える。

構造化

構造化

図示・可視化 因果・時系列

争点・論点 客観・俯瞰

構造化

一定の枠組みの中で、 
因果やつながりを把握し、 
図示することができる力

③「つけたい力」をつけるための実践例。

流れ

日清戦争後の
国際情勢①
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時事新報「日清の戦争は文野の戦争なり」 
（1894年7月29日）

ロシアの新聞「ノーヴォエ・ヴレーミャ」 
（1895年4月21日）

日本…文明開化の進歩を謀るもの 
          文明の誘導者
  清  …進歩を妨げんとするもの

ロシアの考え 
…黄色人種の文明など認めていない 
   日本の野心はお笑い草でナンセンス

では、グループワーク！（3分） 
あ～えに入る国名を考えましょう

文明 野蛮・未開

史料A 
「時事新報」 あ い

史料B 
「ノーヴォエ・
ヴレーミャ」

う え

このワークに期待すること

①多角的・多面的な考察の糸口をつかむ 
 （日露間の考えの違い）

②日露間に生じる国際秩序観の違いを 
   図示・可視化することで、因果を把握しや 
   すくなる。

日清戦争後の
国際情勢②

三国干渉

列国会議 
に委ねる拒否 受け入れる

あなたが内閣のメンバーなら
どの選択肢を選びますか？

三国干渉

列国会議 
に委ねる拒否 受け入れる

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

拒否 列国会議 
に委ねる 受け入れる
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このワークに期待すること
①歴史の転換期となる事象について、論理的 
 （判断と理由をともなう）かつ多角的・多 
   面的に考察することができる。

②当時の内閣の迷いを図示・可視化すること 
   で、歴史の多様性と判断プロセスを学ぶと 
   ともに、事象に対して自分自身の判断を持 
   つことができる。

構造化＝図示・可視化することで、事象
そのものを整理するだけでなく、前後の
因果や関係性、時系列のつながりを把握
るすことができる。また、これは多角的・
多面的な考察においても効果的である。
構造化＝図示・可視化することが生徒た
ちの力として身につけると、大学入学後
に必要な資質・能力のベースが備わると
考える。

構造化＝図示・可視化すること
整理

因果や関係性、時系列のつながりを把握

多面的な考察においても効果的
多角的・

構造化＝図示・可視化すること
ご静聴ありがとうございました。
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